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高齢者医療を考える 

 

施設在宅における高齢者医療  

～薬剤師が薬剤師を全うできる場所～ 

株式会社わかば 

石井智美 

 

 

 株式会社わかばは 1997 年から、老人ホームに特化した在宅医療「施設在宅」に取り組んできた。

その患者数は現在、約 130 施設 6000 名で、全国でもトップクラスの規模とクオリティを誇ってい

る。私も、在宅医療の現場で薬剤師が活躍していく大切さに気付き、子育てが落ち着いた昨年、わ

かばへ転職し、今「施設在宅」を担当する薬剤師になるために勉強中だ。 

 

 わかばの「施設在宅」では、長年のノウハウと信頼関係から、医師の訪問診療へ同行して処方設

計に参画したり、ケアスタッフへお薬の知識提供を行ったり、薬剤師的フィジカルアセスメントを導

入して隠れ疾患の早期発見に貢献したりと、幅広く薬剤師の職能が求められる。 

 

今回は訪問診療への同行にて、所属薬局の薬剤師が経験したプレアボイド「薬剤の副作用を発見

し、ポリファーマシーを回避した事例」を交え、薬剤師が薬剤師を全うできる場所「施設在宅」での

高齢者医療をご紹介する。 

 

 


